
■主催 神戸大学附属幼稚園・小学校研究会
■後援 兵庫県教育委員会 神戸市教育委員会

〜ご挨拶〜
陽春の候，皆様におかれましては，ますますご清祥のことと存じます。日頃より，本校園の教育・研究活

動等に対しまして，温かいご支援をいただいておりますこと，心より御礼申し上げます。
本校園は，平成25年度から平成28年度までの4年間取り組んだ「幼稚園と小学校の円滑な接続に資する，

子どもの学びに着目した，幼児教育と小学校教育9年間を一体としてとらえた教育課程の大綱となる『初等
教育要領』の開発」の成果をより充実させることを目的として，平成29年度より，文部科学省研究開発学
校の指定を受け，幼小が協力しながら取り組んでまいりました。本研究発表会では，文部科学省研究開発学
校としての研究成果を皆様にお示しした上で，小学校における学習や生活を見通した幼児教育の在り方と，
幼児教育で培われた資質・能力を踏まえた小学校教育の在り方について，皆様と共に考え，忌憚のないご意
見を賜りたいと考えております。お忙しい中とは存じますが，多くの方々にご参会いただきたく，何卒よろ
しくお願い申し上げます。

神戸大学附属幼稚園・小学校長 岡部 恭幸

日時：２０１９年６月１５日（土） ９：００〜１６：３０

●申込方法：本校園HPよりお申込みください。

●問い合わせ先：神戸大学附属幼稚園研究会
TEL:078−911−8288

FAX:078−914−8153

神戸大学附属小学校研究会
TEL:078−912−1642

FAX:078−914−8150

◎JR・山陽電車「明石駅」より徒歩約５分です。

神戸大学附属幼稚園・小学校
〒673-0878 兵庫県明石市山下町３-４

神戸大学附属幼稚園・小学校 2019年度 研究発表会のご案内（第2次）

初等前期幼小を接続する「資質・能力カリキュラム」の創造
初等後期「他者」「自己」「対象」との対話により「納得解」を創造する教科学習

～初等前期「資質・能力カリキュラム」とのつながりの明確化～
 



【公開保育】 ９：４５〜１１：３０ ＜附属幼稚園＞

【公開学習①】 ９：４５〜１０：３０ ＜附属小学校＞

組 年齢 実践者

前
期

うめ１組
３歳

西岡 美和子

うめ２組 吉田 紘子

もも１組
４歳

川東 佳歩

もも２組 西山 隆子

さくら１組
５歳

松本 法尊

さくら２組 山﨑 瑠衣

前
期

１年（６歳） なるほどくいずぶっくをつくろう 高橋 由衣

虫とりや虫クイズを行い，虫やクイズに興味をもって学習
に取り組んでいきます。説明文「くちばし」を使い，クイズ
の構成を捉えた上で，虫の観察から得た虫の「特徴」と
「働き」をクイズとして書くことに挑戦していきます。

【公開学習②】 １０：４５〜１１：３０ ＜附属小学校＞

前
期

２年（７歳）
ひめじのよさをつたえよう
～われら，ふ小トラベラー～ 山口 智史

校区の一つである姫路への旅を計画します。話し合いを
重ねながら，グループごとに行き先や行き方などを考え，
行程表を作成し，仲間と力を合わせて「ふ小トラベル」を
楽しみます。後日，見つけた姫路のよさをもとに交流し，
トラベルガイドにまとめ，発信します。

後
期

３年（8歳）

社会 授業者 指導助言

タイムマップで明石のうつり
かわりをしょうかいしよう
（市の様子の移り変わり）

古谷 亨仁
吉永 潤

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科 教授

後
期

３年（8歳）

理科 授業者 指導助言

Carリング大会を開こう
（風とゴムの力の働き） 田中 達也

山口 悦司
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科 准教授

後
期

４年（9歳）

国語 授業者 指導助言

わたしだけの表紙をつくろう
（一つの花） 増永 雄一郎

目黒 強
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科 准教授

後
期

６年（11歳）

算数 授業者 指導助言

柱の形をした○○の体積
を調べよう
（立体の体積）

東 尚平
岡部 恭幸

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科 教授

後
期

６年（11歳）

国語 授業者 指導助言

始動！附小芸術の小径化
計画

（『鳥獣戯画』を読む）
友永 達也

目黒 強
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科 准教授

後
期

６年（11歳）

音楽 授業者 指導助言

みんなでつくり上げた合唱を
届けよう 足立 晶子

長谷川 諒
神戸大学大学院

人間発達環境学研究科 特命講師



【初等前期部会提案】 １２：３０〜１４：３５ 指導助言 北野 幸子
神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 准教授

【初等後期・事後検討会①】 １２：３０〜１３：２５ ※公開学習①の事後研

【シンポジウム】 １４：５０〜１６：３０

テーマ 幼小を貫く資質・能力カリキュラムの意義
〜54の資質・能力から見えてくること〜

シンポジスト

●２０１９年６月１０日（月）までに，参加申し込みフォーム（下記のアドレス），にお申し込みください。
幼稚園 ： http://www.edu.kobe-u.ac.jp/hudev-akashikg/ 小学校 ： http://www.edu.kobe-u.ac.jp/hudev-

akashie/

●申し込み後，1週間以内に返信がない場合，また不明な点がございましたら，下記のメールアドレスもしくは電話番号に問い合
わせください。（幼稚園担当：片岡 小学校担当：田中）
幼稚園Ｍail ： sanka@people.kobe-u.ac.jp 小学校Ｍａｉｌ ： ku-husyou@people.kobe-u.ac.jp
幼稚園Ｔel ： 078-911-8288 小学校Ｔｅｌ ： 078-912-1642

●参加費；３，０００円（資料代として）

●上靴をご持参ください。

●当日受付でご参会される方は，資料等をお渡しできない場合もあります。

◎お弁当の販売はいたしませんので，ご承知おき下さい。

無藤 隆 氏

白梅学園大学
子ども学部教授

神長美津子 氏
國學院大學

人間開発学部教授

吉冨芳正 氏

明星大学
教育学部教授

浅田 匡 氏

早稲田大学
人間科学部教授

【初等後期・事後検討会②】 １３：４０〜１４：３５ ※公開学習②の事後研

「初等後期」は，「各教科等」にグローバル科を新設した教育課程を実施し，各単元を「みつける」「みとお
す」「もとめる」「ふかめる」の4つの場で構成している。一単位時間の学習では，「他者」「自己」「対象」との対
話に向けた支援を行い，「納得解」の創造を目指す中で，54の資質・能力の発揮，伸長をねらっている。
事後検討会では，「他者」「自己」「対象」との対話に向けた支援がそれぞれ効果的であったのか，54の資

質・能力を発揮，伸長し，納得解を創造する子どもの姿から検討を行っていく。

※文部科学省関係者も

シンポジストとして登壇
予定です。

前期部会では，「資質・能力カリキュラム」を開発・実践したことにより，３～

７歳の教育がどのように充実したのか，また，どのように接続を図ったのか

提案する。

さらに，資質・能力の発揮，伸長を支える指導計画の工夫や，実践をもと

に学校園のカリキュラムを改善するカリキュラム・マネジメント，幼小接続を

支える幼小接続期の取組についても提案する。




